
 

別記様式第８号（規格Ａ４）（第９条関2013 

２０１４年１０月１５日 

 
群 馬 県 知 事  あて 
 

特定非営利活動法人の所在地 群馬県桐生市新里町武井７０７番地１３ 
 

特定非営利活動法人の名称 群馬森林整備・バイオエネルギー研究会 
 

代表者氏名  小 倉  正    印 

 

電話番号   ０２７７－７４－０１２１ 

 
 
 

事 業 報 告 書 等 提 出 書 
 

下記に掲げる前事業年度（２０１３年４月１日から２０１４年３月３１日まで）の事業報告書等につ

いて、特定非営利活動促進法（以下「法」という。）第２９条（法第５２条第１項（法第６２条におい

て準用する場合を含む。）の規定により読み替えて適用する場合を含む。）の規定により、提出します。 

 
記 

 

１ 前事業年度の事業報告書 

 ２ 前事業年度の活動計算書 

 ３ 前事業年度の貸借対照表 

 ４ 前事業年度の財産目録 

 ５ 前事業年度の年間役員名簿 

 ６ 前事業年度の末日における社員のうち１０人以上の者の氏名（法人にあっては、その名称及び

代表者の氏名）及び住所又は居所を記載した書面 

 

 

 

 
注１ この提出書には、上記の提出書類各２部（法第５２条第１項（法第６２条において準用す

る場合を含む。以下同じ。）の規定により非所轄法人が提出する場合は、各１部）を添付す

ること。 

  ２ 特定非営利活動に係る事業のほか、その他の事業を行う場合には、活動計算書を一つの書

類の中で別欄表示し、また、その他の事業を実施していない場合は脚注においてその旨を記

載する。 

  ３ ５の書類は、前事業年度において役員であったことがある者全員の氏名及び住所又は居所

並びにこれらの者についての前事業年度における報酬の有無を記載した名簿をいう。 

  ４ ２以上の都道府県の区域内に事務所を設置する認定特定非営利活動法人又は仮認定特定

非営利活動法人が法第５２条第１項の規定に基づき、所轄庁以外の関係知事に提出する場合

には、提出先の団体が定めるところによること。 



 

（ 事 業 報 告 書 ）  

２０１３ 年 度 事 業 報 告 書 

（２０ １３ 年４ 月１ 日か ら２ ０１４ 年３ 月３ １日 まで ）  

 

（特定 非営 利活 動法 人の 名称 ）  

特定非 営利 活動 法人 群馬 森林 整備・ バイ オエ ネル ギー 研究 会  

 

１  事 業 実施 の 成果  

（ １ ）  森 林 整 備 によ る 森林 環 境 保全に 関 す る 事業 関 係  

 間伐 等に よる 森林 整備 につ いて  

当ＮＰ Ｏと 協定 を締 結し てい る３  

氏のう ち、 今回 の報 告期 間内 に整  

備事業 を行 った のは Ａ氏 及び Ｂ氏  

の山林 とな った 。  

森林整 備の ため の間 伐で あっ て  

も可能 な限 り「 切り 捨て 間伐 」で  

はなく 、「 材」 とし ての 活用 を目  

指す当 ＮＰ Ｏの 方針 に基 づき 、 Ａ  

氏所有 の山 林に つい ては 昨年 １２  

月の作 業道 開設 に続 き、 ２０ １３  

年１１ 月１ ６日 及び ３０ 日に 新た  

な作業 道を 開設 した 。 こ れに より  

これま で搬 出で きな かっ た 区 域か  

ら、間 伐材 を搬 出す るこ とが 可能  

となっ た。  

対象と して いる Ａ氏 の山 林約 １  

・５ ha か らみれ ば、 間伐 等の 整備  

が進ん だ部 分は 、ま だ限 定的 では  

あるが 、適 切な 整備 を行 った 区域  

では、 これ まで の「 光が 入ら ず薄  

暗かっ た森 林」 から 光が 差し 込む  

森林本 来の 姿を 取り 戻し つつ ある 。  

目的と して いる 森林 環境 保全 の事  

業は、 ささ やか では ある が着 実に  

成果を 上げ てい る。  

一 方 、 Ｂ 氏 所 有 の 山 林 は 、 Ａ 氏 所 有 の 山 林 と 異 な り 緩 や か な 傾 斜 地 で

あり、面積 も少 ない ため ２ ０ １３年 度の 集中 的な 取り 組み により 、間 伐、

 

● 適 切 な 整 備 が 行 わ れ た 結 果 、光 が 差 し

込 み 下 草 も 生 え て 来 た 。  

 

● 森 林 整 備 を 開 始 し た 当 時 の 状 況 。  

 



 

下 草 刈 り 、 枝 打 ち な ど 暫 定 的 に 完 了 す る こ と と な っ た 。 （ 所 有 者 氏 名 は

個人情 報の 関係 で伏 字と した ）  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● Ｂ 氏 所 有 の 山 林 ： 作 業 前  

 

 

 

 

 

● Ｂ 氏 所 有 の 山 林 ： 作 業 後  

 

 

 

 

 

● 枝 落 と し 作 業 の 様 子 ： Ｂ 氏 山 林  

 

 

 

 

 

 

 

● 作 業 中 に Ｂ 氏 が 見 学 に 。  

 

 

 

 

 

 

 

● 間 伐 作 業 風 景 。  

 

 

● 活 躍 す る 中 古 林 内 作 業 車 。  

 

 



 

２ ０ １ ２ 年 度 に 立 ち 上 げ た 当 Ｎ Ｐ Ｏ の ホ ー ム ペ ー ジ で は 、 森 林 整 備 作

業 を 行 う 毎 に 作 業 内 容 等 が ひ と 目 で 分 か る よ う 解 説 付 き 写 真 ・ 動 画 等 を

掲 載 し 、 マ ン パ ワ ー が 必 要 な 当 Ｎ Ｐ Ｏ 事 業 活 動 に 一 人 で も 多 く の 理 解

者・参 加者 を募 って いる とこ ろであ る。  

 

（ ２ ） バ イオ エ ネル ギ ー の活用 に 関 す る研 究 事業  

当ＮＰ Ｏは 、前 記（ １） に記 載した  

森林整 備事 業と 並行 して 木質 バイオ マ  

スの利 活用 を研 究す る 取 り組 みを行 っ  

ている 。先 進的 ・先 駆的 取り 組みを 行  

ってい る事 例を 視察 ・研 究 し 、林業 振  

興、林 業再 生を 通し て何 らか の形で 地  

域振興 に繋 げら れな いか を研 究 して お  

り、当 ＮＰ Ｏの 設立 目的 にも 謳われ て  

いる事 業で ある 。  

２０１ １年 には 高知 県、 ２０ １２年  

は北海 道足 寄町 、 ２ ０１ 年度 には 埼 玉  

県の「 もく ねん 工房 」と 「ち ちぶ吉 田  

元気村 」の 視察 を行 った とこ ろであ る  

が、上 記期 間中 には 北海 道芦 別市を 視察 ・調 査し た。  

芦 別 市 は ２ ０ １ ０ 年 、 市 民 や 地 場 産 業 関 係 者 に 呼 び か け 「 ク リ ー ン エ ネ

ル ギ ー 有 効 利 用 検 討 会 」 を 組 織 し 、 木 質 バ イ オ マ ス 利 用 の 可 能 性 に つ い て

調査を 開始 した 。そ の結 果 、 林地残 材  

の賦存 量は 年４ ４０ ０ト ン余 り、利 用  

可能量 は年 ３３ ００ トン 余り である こ  

とが検 証さ れた 。一 方、 木質 ペレッ ト  

は、年 ２０ ００ トン 余り の利 用があ れ  

ば採算 ベー スに 乗る との 試算 に基づ き、  

市振興 公社 が経 営す るス ター ライト ホ  

テルや 温泉 施設 に ペ レッ トボ イラー の  

導入を 決定 した 。  

  市 振興 公社 が経 営す る諸 施設で の Ａ  

重油消 費量 は年 間７ ８万 ４千 リット ル  

余 り で 、 年 間 ６ ３ ０ ０ 万 円 余 り の 支 出 と な る が 、 地 元 事 業 者 に 入 る 収 入

は、そ の１ 割程 度で あり、残 りは産 油国 や大 手石 油会 社に 流れて しま う。

Ａ 重 油 か ら ペ レ ッ ト に 燃 料 を 切 替 え る こ と に よ り 、 ６ ３ ０ ０ 万 円 の 全 て

が地元 循環 経済 とし て地 域活 性化に 繋が る こ とと なる 。  

問 題 は ６ ３ ０ ０ 万 円 程 度 で 、 こ れ ま で と 同 様 の エ ネ ル ギ ー 効 果 を 得 ら

 

● 芦 別 市 の ペ レ ッ ト ボ イ ラ ー  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● ペ レ ッ ト ボ イ ラ ー 関 連 施 設  



 

れ る か と 言 う 経 済 性 に あ る が 、 芦 別 市 木 質 バ イ オ マ ス 有 効 利 用 実 証 調 査

業 務 報 告 書 に よ れ ば 、 ２ ０ ０ ０ ト ン の 林 地 残 材 調 達 に １ ６ ０ ０ 万 円 （ 事

業者収 益１ ６０ 万円 ）、こ れ を燃料 に加 工す る工 場が ４７ ５０万 円（ 事業

者 収 益 ４ １ ０ 万 円 ） で 燃 料 取 扱 店 に 販 売 し 、 取 扱 店 は ５ ３ ０ ０ 万 円 （ 事

業者収 益５ ３０ 万円 ）で市 振 興公社 の施 設に 販売 する と見 積もっ てお り、

Ａ 重 油 に よ る 暖 房 ・ 給 湯 に 要 す る 実 費 用 を １ ０ ０ ０ 万 円 余 り 下 回 る こ と

となっ た。  

 業 務 報 告 書 に よ れ ば Ａ 重 油 ボ イ ラ ー 利 用 で は ６ ３ ０ ０ 万 円 の 燃 料 代 の う

ち 、 約 １ 割 の ６ ３ ０ 万 円 余 り し か 地 域 内 を 循 環 し な か っ た が 、 今 後 は 延 べ

１ 億 ７ ０ ０ ０ 万 円 余 り が 芦 別 市 内 を 循 環 す る と 見 積 も っ て お り 、 地 域 内 経

済 効 果 は 非 常 に 大 き い 。 私 た ち の グ ル ー プ は 、 仮 に ペ レ ッ ト ボ イ ラ ー 導 入

が Ａ 重 油 燃 料 代 ６ ３ ０ ０ 万 円 を 上 回 っ た と し て も 取 り 組 み を 検 討 す る 余 地

は充分 にあ ると 考え る。  

 芦別市を含め、４年間で視察・調査した４箇所の取り組みは、地域内に賦存する資

源（調査地域は何れも木質バイオマス）を有効活用することにより、地域経済活性化

を図った事例として、過疎化・人口流失防止対策として大いに参考となるものであっ

た。  

  北 海 道 芦 別 市 の 調 査 報 告 を 含 め 、 ４ 年 間 の 視 察 ・ 研 究 成 果 を ２ ０ １ ４

年６月 １４ 日に 開催 され た「 地方自 治研 究群 馬県 集会 」（ 一 般 財 団 法 人 ：

群 馬 県 地 方 自 治 研 究 セ ン タ ー ） で 発 表 す る と 伴 に 、 「 ぐ ん ま 自 治 研 ニ ュ

ー ス 」 に も 掲 載 さ れ た 。 こ れ ら の こ と は 、 対 象 が 限 定 的 と は 言 え 、 当 Ｎ

ＰＯの 活動 の一 端を 広く 県民 に情報 発信 する こと とな った 。  

 

３  事 業 の実 施 に関 す る 事項  

（ １ ） 特 定非 営 利活 動 に 係る事 業  

■森林 整備 によ る森 林環 境保 全に関 する 事業  

   実 施 日 時 ： ２ ０ １ ３ 年 ： ５ 月 ２ ５ 日 、 ６ 月 ２ ９ 日 、 ７ 月 ２ ７ 日 、 ８

月 ２ ４ 日 、 ９ 月 １ ４ 日 、 １ ０ 月 １ ２ 日 、 １

１月１ ６日 、１ １月 ３０ 日、 １２月 ２１ 日  

        ２ ０１ ４年 ：１月 ２５ 日、 ３月 ２１ 日  

   実 施 場所 ：み どり 市大 間々町 浅原 字北 原５ ０２  

   従 事 者人 数： 延べ 約７ ５人  

   受 益 対象 者の 範囲 及び 人数： 県民 ・市 民 ・ 森林 所有 者  

■バイ オエ ネル ギー の 利 活用 に関す る事 業  

実施日 時： ２０ １４ 年３ 月９ 日  

実施場 所： 北海 道芦 別市 「ス ターラ イト ホテ ル 」 等  

従事者 の人 数： １人  

受益対 象者 の範 囲及 び人 数： 県民、 市民  



 

 

３  会 議 の開 催 に関 す る 事項  

（ １ ） 総 会  

   日 時 ：２ ０１ ３年 ６月 ２９日 １２ ：０ ０～  

   場 所 ：浅 原体 験村 （み どり市 大間 々町 浅原 590-14）  

（ ２ ） 理 事会  

   ① ２ ０１ ３年 ６月 ２９ 日午後 ２時 ～３ 時  

場所： 浅原 体験 村施 設内  

参加： 理事 ３名  

    審 議内 容： 当面 の作 業予定 につ いて  

         交 付 金事 業の取 り組 みに つい て  

②２０ １４ 年３ 月２ １日 午後 ２時～ ３時  

場所： 浅原 体験 村施 設内  

参加： 理事 ３名  

    審 議内 容： 総会 の日 程及び 新役 員体 制に つい て  

         そ の 他運 営上の 重要 事項  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

（ 法 第 ２ ８ 条 第 １ 項 関 係 様 式 例 ）   

 

年 間 役 員 名 簿  

（ 前 事 業 年 度 に お い て 役 員 で あ っ た 者 の 氏 名 及 び 住 所 並 び に 各 役 員 に つ い て の 報 酬 の 有  

無 ）  

H２ ５ 年 ４ 月 １ 日 か ら H２ ６ 年 ３ 月 ３ １ 日 ま で  

（ 特 定 非 営 利 活 動 法 人 の 名 称 ）  

特 定 非 営 利 活 動 法 人  群 馬 森 林 整 備 ・ バ イ オ エ ネ ル ギ ー 研 究 会  

 

役 職 名  氏 名  住  所  又  は  居  所  就  任  期  間  
報 酬 を 受 け  
た 期 間  

理 事 長  小 倉  正  
群 馬 県 桐 生 市 新 里 町 武 井 ７

０ ７ 番 地 １ ３  

H25年 4月 1日  
    ～  

H 26年 3月 31日  
無 し  

理 事  生 方  宏 久  
群 馬 県 前 橋 市 天 川 大 島 町 二

丁 目 ２ ０ 番 地 １ ４  

H25年 4月 1日  
    ～  

H 26年 3月 31日  
無 し  

理 事  樋 口  等  
群 馬 県 前 橋 市 山 王 町 二 丁 目

１ ８ 番 地 ７  

H25年 4月 1日  
    ～  

H 26年 3月 3日  
無 し  

監 事  半 藤  和 之  
群 馬 県 太 田 市 新 島 町 ６ ６ ９

番 地  

H25年 4月 1日  
    ～  

H25年 6月 29日  
無 し  

監 事  鈴 木  秀 雄  
群 馬 県 富 岡 市 下 高 瀬 ９ ４ －

１ ０  

H25年 6月 30日  
   ～  
H26年 3月 31日  

無 し  

 

 

（ 備 考 ）  

１  「 役 職 名 」「 氏 名 」欄 に は 、   の 期 間 中 に 役 員 で あ っ た 全 て の 人 に つ い

て 、 理 事 、 監 事 を 別 に 記 載 す る 。  

２  「 住 所 又 は 居 所 」欄 に は 、住 民 票 又 は 外 国 人 登 録 原 票 記 載 事 項 証 明 書 に よ

り 証 さ れ た 住 所 又 は 居 所 を 記 載 す る 。  

３  「 就 任 期 間 」欄 に は 、  の 期 間 中 に 役 員 で あ っ た 者 の 全 て に つ い て 当 該

期 間 内 で 実 際 に 役 員 で あ っ た 期 間 を 記 載 す る 。  

４  「 報 酬 を 受 け た 期 間 」欄 に つ い て は 、「 就 任 期 間 」中 に 報 酬 を 受 け た こ と

が あ る 役 員 に つ い て の み 報 酬 を 受 け た 期 間 を 記 載 す る 。  



 

（ 法 第 ２ ８ 条 第 １ 項 関 係 様 式 例 ）   

 

前 事 業 年 度の 社 員の う ち １０人 以 上 の 者の 名 簿  

 

H２ ６ 年 ３ 月 ３ １ 日 現 在  

 

（ 特 定 非 営 利 活 動 法 人 の 名 称 ）  

特 定 非 営 利 活 動 法 人 群 馬 森 林 整 備・バ イ オ エ ネ ル ギ ー 研 究 会  

 

 

 氏    名  住 所 又 は 居 所  

１  小 倉  み ゆ き  群 馬 県 前 橋 市 大 手 町 ２ － ７ － ４ ｻﾝﾃﾞｪｴ ﾙ５ ０ ３  

２  須 川   均  群 馬 県 前 橋 市 沖 町 43-2 

３  根 岸  達 也  群 馬 県 藤 岡 市 下 戸 塚 354 

４  束 田  健 靖  群 馬 県 伊 勢 崎 市 東 上 之 宮 町 141-3  

５  川 畑  正 史  群 馬 県 高 崎 市 飯 塚 町 680 

６  富 田  典 之  群 馬 県 高 崎 市 吉 井 町 神 保 37-2 

７  齋 藤  慧  群 馬 県 前 橋 市 岩 神 町 4-7- 2 2 

８  後 藤  克 己  群 馬 県 高 崎 市 八 幡 町 800- 2 4 

９  中 村  博 一  群 馬 県 前 橋 市 下 阿 内 町 147 

１ ０  岩 崎  茂 男  群 馬 県 佐 波 郡 玉 村 町 大 字 上 飯 島 402-5 

 

 

 

 

 

 

 

（ 備 考 ）  

１  時 点 は 前 事 業 年 度 の 最 終 日 を 記 載 す る 。  

２  「 氏 名 」欄 に は 、法 人 に あ っ て は 、そ の 名 称 及 び 代 表 者 の 氏 名 を 記 載 す る 。  

３  名 簿 は 、前 事 業 年 度 の 末 日 現 在 に お け る 社 員 の う ち １ ０ 人 以 上 の 者 の 氏 名

及 び 住 所 又 は 居 所 を 記 載 す る 。  

 

 


